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不具合発生箇所

改善措置の内容

識別方法

農耕トラクタのスタータモータにおいて、取付構造が不適切なため、エンジンの始動を繰り返すことに
よりエンジンリヤプレートとクラッチハウジングに隙間ができることがある。そのため、スタータモータの
ピニオンギヤとエンジンフライホイルが噛み合わなくなり、最悪の場合、エンジンの始動ができなくなる
おそれがある。

全車両、スタータモータ締結プレートを追加しスタータモータとエンジンリヤプレート及びクラッチハ
ウジングを共締めにする。

座席下フレームに「NO．４３４９」のステッカーを貼り付け識別する。
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